
平成２５年政策評価結果報告書

基 本 目 標 県民の視点に立った業務運営

施 策 名 警察署協議会の積極的な運用

施 策 目 標 民意を反映した効果的な警察活動の推進

平成２５年中、各警察署協議会において多数の意見、要望がありま

した。そのような中から、

・外国籍住民を対象としたイベントの開催

・パトロールカード投函活動の推進実 績 ( 成 果 ）
・振り込め詐欺被害防止方策

・地区回覧板を活用した警察広報

・各種高齢者対策

など、民意を反映した効果的な警察活動を推進しました。

○ 平成２４年度中は、全国平均（３．７回）を上回る年平均３．８

回の警察署協議会を開催しました。

○ 第７期委員３７４人の委嘱を行いました。任期満了に伴い、各署
推 進 結 果

長は候補者を推薦。候補者の職業分野、地域、年代、性別に配慮し

て選出ました。

○ 委員の出席率は低下（前年比－０．９％）しました。

【開催回数、開催時間及び出席率 （千葉）】

【性別】 【分野別】
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【年齢別】

※統計の期間は、平成２２年

以前は委嘱期間の始期（６月

１日）から翌年５月３１日ま

での１年間を一年度としてい

るが、平成２３年以降は会計

年度で整理している。

【開催回数、開催時間及び出席率 （全国）】

【性別】 【分野別】

参 考 指 標

【年齢別】

※統計の期間は、平成２３年

度以前は６月１日から翌年５

月３１日までの１年間を一年

度としているが、平成２４年

度以降は会計年度で整理して

いる。
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各警察署において、委員の意見・要望等を反映し、地域の実情に即
施 策 の 効 果

した効果的な警察活動が推進されています。

事前に会議に係る資料を送付し、また諮問事項を連絡し、会議当日

今 後 の 課 題 により多くの意見をいただけるようにします。

委員の出席率の向上に努め、今後も各種警察活動に住民の声を反映

できるよう警察署の業務運営について、委員の意見・要望等を聴く一
方 針

方、警察活動について説明を行い、住民の理解と協力を深める双方向

性のある、より充実した運用を図ります。

施 策 主 管 課 総務部広報県民課

政策評価担当課 総務部総務課

注：実績（成果）指標【開催回数、開催時間及び出席率】及び参考指標【開催回数、開

催時間及び出席率】の平成２５年度数値は、数値が確定しましたら掲載します。


